
学校関係者評価結果公表シート（２０２０年度） 

          学校法人 善き牧者聖母学院 春日荘聖マリア幼稚園 

 

 

１．本園の教育目標 

 

キリスト教的愛の精神に基づき、心のきずなと優しい思いやりをはぐくみ、大切な体と 

自立の精神を養い、豊かな知性を育成する。 

 

 

２．教育内容 

 

モンテッソーリの教育理論を取り入れた保育内容、３・４・５歳児による縦割り学級を編成し、 

各クラスは二名の教員が担当する。子どもの自由な活動を大切にしつつ、集団での保育も行い、 

自立と自主の心を育てる。 

 

 

３．本年度、重点的に取組む目標・計画 

 

今年度で創立 60周年を迎える為、記念事業として園庭遊具整備を行う。 

 

 

４．評価項目と取り組み状況 

   

   評価項目            取り組み状況 

保育内容・環境構成の充実 

 

・園の教育課程は社会状況や幼児の実態、地域性などを考慮しながら必要

に応じて見直しを行っている。 

・長期の指導計画はマンネリ化しないよう、常に見直しを行い、幼児の 

実態や周囲の状況の変化に対応できるように作成している。 

・幼児の生活が豊かになるような行事を、幼児の実態にあわせて精選して

行っている。 

・子どもの発達や課題について、個別に見通しをもって理解している。 

・楽しい雰囲気の中で安定して遊べる環境構成を行っている。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止の為、自己の保育や行事を綿密に 

計画し、対応した。 

幼児への対応と教職員間の連携

の充実 

・毎日の保育後には、教職員が話し合い、子どもへの配慮が十分に 

行き渡るように努めている。 

・教職員全員が、全ての子どもについて、共通理解し、同じ対応ができる

ように常にクラス間での情報交換を行っている。 

 

 



５．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

創立 60周年の記念事業として、園庭の池まわりを整備して、水あそびが出来る遊具を設置した。 

またモンテッソーリ教具棚、保育室の子ども用机と椅子を購入した。 

 

 

６．今後の課題 

園外でのモンテッソーリ研修が、新型コロナウイルス感染防止により中止されている。その為に園内 

研修を充実させるように努める。 

 

 

７．財務状況 

公認会計士による監査により、適正に運営されていると認められている。 

 

 


